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平成２９年第２回北海道議会定例会 一般質問 開催状況

開催年月日 平成２９年６月２７日（火）

質 問 者 民進党・道民連合 広田 まゆみ 議員

答 弁 者 知 事 高橋 はるみ

保健福祉部長 佐藤 敏

質 問 内 容 答 弁 内 容

一 手話言語条例の早期制定と北海道障がい者条例

の強化について

（一）北海道手話言語条例制定の意義について 【知事】

手話言語条例の早期制定と北海道障がい者条例の 手話に関する条例の制定についてでありますが、

強化について伺います。 聴覚に障がいのある方々が、住み慣れた地域で心豊

知事は、手話を言語と認め、仮称ではありますが、かに暮らすことのできる環境の整備を図っていく上

手話言語条例の制定を公約にかかげました。聴覚を で、手話は欠かすことのできないものであり、平成

失った方達に対しては、要約筆記、手話など多様な ２３年には障害者基本法が改正、また、２６年に障

コミュニケーションの手段がありますが、私として 害者権利条約が批准され、手話が言語として明確に

は、手話は単なるコミュニケーションの手段を超え 位置づけられたところであります。

た言語であると認識をしています。 私といたしましては、手話に関する条例を速やか

知事は、手話言語条例制定のもつ歴史的、社会的 に制定し、道民の皆様方に手話に対するご理解を深

な意味について、どのように認識され、何故公約に めていただくとともに、円滑な意思疎通の確保を図

明確にうたわれたのか、改めて伺います。 り、障がいのある方もない方もお互いに理解し合い

ながら、ともに暮らす社会の実現を目指してまいる

考えであります。

（二）北海道障がい者条例についての評価とコミニ 【保健福祉部長】

ュケーション保障のための今後の取り組みについ 障がい者条例などについてでございますが、障が

て いのある方もない方も、ともに安心して暮らす社会

また、手話言語条例制定の議論をきっかけとして、の実現に向けて、道では、毎年度、知事を本部長と

様々な意見があったことは、コミュニケーションの して、各部長等で構成する「障がい者が暮らしやす

保障がまだまだ不十分であること、障がい当事者の い地域づくり推進本部」において、障がい当事者団

みなさんがこれまで、なかなかそれを表明する場が 体等からのご意見やご提案をいただき、条例に盛り

保障されなかったことが明らかになったものとして 込んだ道の障がい者施策の検証や見直しを行い、適

重く受け止めています。 切な進行管理に努めてきているところでございま

現在の北海道障がい者条例には、第２章に障がい す。

者を支える基本的施策等の中の第13条において、移 道といたしましては、障がい特性に応じた意思疎

動手段の確保については明記をされていますが、コ 通手段の確保を図ることは、大変重要でありますこ

ミュニケーションの保障については、特段の記載は とから、条例に基づき、障がい者施策推進審議会に

ありません。 意思疎通支援部会を設けまして、多様なコミュニケ

早急に知事は自身の公約に従って、手話言語条例 ーション手段を学ぶ機会の確保や普及促進方策など

の制定を進めるとともに、併せて、中途失聴の方た を検討いただいており、その結果を踏まえ、今後、

ちや、視覚障がい者の方たち、知的障がいの方たち 障がいのある方のコミュニケーション環境の充実に

などをはじめとして、コミュニケーションの保障と 取り組んでまいる考えでございます。

いうテーマを最重点に、北海道障がい者条例の活用 以上でございます。

と検証に取り組むべきと考えます。

北海道障がい者条例の現状について、知事はどの

ように評価し、どのように検証、活用していく考え

か。

また、コミュニケーションの保障に関し、今後ど

う取り組む考えか伺います。

（二）-再 北海道障がい者条例についての評価と 【知事】

コミュ二ケーション保障のための今後の取り組み 障がい者条例などについてでありますが、道で

について は、「障がい者施策推進審議会」に意思疎通支援部会

手話言語条例などに関してでありますが、部長か を設置し、有識者や障がい当事者の方々のご参画のも

ら現行の北海道障がい者条例に基づき、意思疎通支 と、様々なコミュニケーション手段を学ぶ機会の確

援部会などを設け、色々、コミュニケーションの手 保や普及促進方策などについて、検討いただいてい

段を学ぶことなど検討いただいているとのお答えで るところであり、その結果を踏まえ、今後、障がい
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したが、これは手話言語条例制定をきっかけに設け のある方々のコミュニケーション環境の充実に向け

られた部会であります。 た方策を検討してまいる考えであります。

音のない世界に生まれ、生きてきた皆さんの気持 また、障がい者条例は、施行状況について検討を

ちが私に全て分かるわけではありませんが、手話は 加え、必要な措置を講じることとされているところ

単なるコミュニケーション手段ではなく、言語であ であり、審議会からも様々な観点からのご意見を伺

り、文化であると、私自身は認識しています。 うなどして、適切に対応してまいります。

道として、これまでの北海道障がい者条例におい

て、コミュニケーションの保障をはじめとする、さ

まざまな生きづらさ、暮らしづらさを受け止める機

会がこれまで不足していたこと、そのことが手話言

語条例制定の議論において、障がい当事者団体など

から、様々な意見が出ていることの原因であるとい

うことを道が明確に認識する必要があります。

「障がい当事者団体の意見が一致をしないから、

条例が作れないんだ」というような、雰囲気が流れ

るということは、私は新たな差別と抑圧の流布をし

ているということにつながると思いまして、私は絶

対に、そのことは許しがたいと思っています。

障がい者条例は、議員提案で策定した条例であり、

私自身も反省をするところですが、移動支援の規定

はありますが、コミュニケーションに関する規定が

ありません。

障がい者条例の規定が不十分であると認めるべき

ではないでしょうか。

国の法改正を受けて、平成２８年に障がい者条例

に差別の禁止を盛り込むなど、改正をされているこ

とは承知をしていますが、コミュニケーションの保

障に係る規定をはじめとして、様々な面から、手話

言語条例の制定と併せて、さらに細かく障がい者条

例の見直しに取り組むべきと考えますが、見解を伺

います。

【指摘】

手話言語条例ですが、私にとっては、高橋知事の

公約としてはいささか唐突に思いましたが、これを

機会に、私たちが日常的に使っている音声言語とは

異なる言語としての手話について理解が進むことを

期待をしています。

重ねて強く指摘とさせていただきますが、これま

でコミュニケーションの保障をはじめとして、道と

して行わなければいけない北海道障がい者条例のよ

り有効な活用や検証が不十分であったことが、障が

い当事者からの様々な意見があった原因としっかり

と認識された上で、知事には４期目の、２期目や３

期目ではないのですから、４期目の知事として公約

にはっきり掲げた責任をぶれずにしっかり果たして

いただくこと、また、道庁組織として共生社会の実

現に向けて、例えば団体への忖度的な対応ではなく、

法に基づく対応を通して、手話言語条例の制定と併

せてコミュニケーション手段や環境を保障する方策

について実行されるよう、行政の責任を果たしてい

ただくよう強く指摘をいたします。


